
第
八
十
三
巻

第

二

号

目
次

霜
野
壽
亮
教
授
退
職
記
念
号

序

国

分

良

成

白
豪
主
義
終
焉
か
ら
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
・

テ
ス
ト
導
入
ま
で

│
多
文
化
社
会
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
│

関

根

政

美

戦
後
社
会
調
査
史
に
お
け
る
被
爆
者
調
査
と

記
憶
の
表
象

有

末

賢

能
動
的
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
論
の
構
成

大

石

裕

「
統
合
」
の
論
理
か
ら
「
対
話
」
の
論
理
へ
?

│
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
多
文
化
主
義
研
究
の
展
開
│

塩

原

良

和

「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
」
と
国
際
政
治

杉

浦

章

介

日
本
都
市
社
会
学
の
発
展
と
変
貌

│
始
動
・
発
展
・
拡
散
│

藤

田

弘

夫

祭
祀
と
世
界
観
の
変
容

│
中
国
貴
州
省
苗
族
の
龍
船
節
を
め
ぐ
っ
て
│

鈴

木

正

崇

感
情
を
揺
さ
ぶ
る

│
大
森
荘
藏
と
廣
松
渉
│

岡

原

正

幸

河
川
の
比
較
社
会
学
に
向
け
て

田

中

重

好

帝
国
と
人
種

│
コ
ン
ラ
ッ
ド
『
闇
の
奥
』
と
人
類
学
の
黎
明
期
│

阿

久

津

昌

三

政
治
社
会
学
と
し
て
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研

究
と
「
正
当
性
モ
デ
ル
」

伊

藤

高

史

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
中
国

│
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
社
会
シ
ス
テ
ム
論
│

中

島

祝

ポ
ス
ト
国
民
国
家
の
空
間
認
識

│
空
間
戦
略
概
念
を
中
心
と
し
て
│

畑

本

裕

介

T
h
e

Stru
cture

of
R
eligiosity:

A
C
ross‐

n
atio

n
al

C
o
m
p
ariso

n
of

Ja‑
p
a
n
a
n
d
G
er

m
a
n
y

M
A
N
A
B
E,

K
az
ufu

m
i

脆
弱
な
地
位
と
社
会
移
動

│
多
連
関
モ
デ
ル
に
よ
る
分
析
│

鹿

又

伸

夫

C
h
a
n
gin

g
C
o
n
ce
ptio

ns
of

D
eath

in
Ja
p
a
n
ese

S
ociety:

A
S
ociolo

gical
P
ersp

ectiv
e

S
A
W
A
I,

A
tsushi

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

霜
野
壽
亮
教
授
略
歴
・
主
要
業
績




